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研究要旨 

摂食障害は有病率は高いが受診率の低い疾患である。治療を中断したまま重症化する例も

多い。海外では、地域には医療機関受診者の数倍の有症者がいると言われている。日本にお

いては、未だ地域における実態は明らかになっていない。本研究では、地域の保健所・保健

センターにアンケートを送付し、地域での相談の実態や相談に従事する保健師のニーズを調

査した。その結果、保健所・保健センターには、治療中断中や未受診のものも相談に訪れて

いることが明らかになった。罹病期間が 5年未満、5～10年、10年以上のものがほぼ同率に

相談しており、低栄養状態に対する相談だけでなく、過食・嘔吐や併存する精神疾患につい

ての相談も少なくなかった。治療資源については、管内に、摂食障害について相談できる医

療機関があるという回答は少なく、摂食障害に関する講義や個別相談、事例検討などを望む

声も多かった。 

Ａ．研究目的 

摂食障害は、有病率の高い疾患である。従

来の「思春期やせ症」タイプだけでなく、神

経性過食症も増加している。また、成人期の

患者も増えており、職場適応や子育てに支障

をきたしている事例が少なくない。しかし、

摂食障害は受診率が低く、受診者調査だけで

は、患者の実態や患者ニーズがわかりにくい

面がある。海外の調査では、地域には、受診

者の数倍の有症者がいるとしている。 

本研究では、これまで日本ではデータに乏

しい、地域における摂食障害者の実態を知る

ことを目的として、地域の保健所・保健セン

ターでの相談者の特徴や治療資源の現状、ま

た相談に関わる保健師のニーズについて調査

した。 

Ｂ．研究方法 

保健所・保健センターでの摂食障害に関す

る相談実態（過去 4年 10か月分）を調査する

質問票を作成し、全国 3071カ所の保健所・保

健センターに郵送した。2015年 1月から 2月

に回収し、未回収分にはリマインダーを送付

し、同 8月に回収した。回収数は 1292（回収

率 42.1%）であった。 

（倫理面への配慮） 

 質問紙の中に、相談事例の個別の情報に関

する質問は含んでいない。また研究実施に関

して保健所・センターで公示文を掲示するよ

う依頼し、研究対象となることを希望しない

人への配慮を行った。研究実施にあたっては、

国立精神神経・医療研究センター精神保健研

究所研究倫理委員会の承認を受けた。 



Ｃ．研究結果 

①回答者の 86.6%は保健師であった。回答

期間が短いものについて 4 年 10 か月分

に換算した総相談数は、全国で 3084.2事

例であった。精神保健相談での相談が

68.3%であったが、母子保健相談での相

談も 18.9%であった。 

②初回相談の相談者は 43.3%が家族、27.4%

が本人であった。自ら保健所・センターを

探して相談に訪れたものが 45.5%、市町

村からの勧めが 10.9%であり、医療機関

からの勧めは 8.4%であった。自殺未遂者

支援事業で警察に勧められたものもいた。 

③患者の性別は男性 7.2%、女性 80.6%で女

性の方が多かった。年齢は、10歳未満は

1.6%と少なく、10代 17.0%、20代 25.1%、

30 代 24.0%。40 代 10.6%、50 代 4.4％

であった。罹病期間は、1年未満は 10.7％、

1年以上 5年未満が 22.5％、5年以上 10

年未満が 20.1％、10 年以上が 21.9％で

あった。 

④相談時点での主な症状は、低体重・低栄養

が 36.4％で最も多かったが、過食・排出

行動が 19.7％、併存精神疾患が 19.2％で

あった。39.6％が医療機関受診中であっ

たが、治療中断中のものが 23.8％、受診

歴がないものが 19.2％であった。 

⑤相談内容は、家族との関係をどうしたら

よいか、本人をどう受診させたらよいか、

受診できる病院はどこか、患者の子に対

する虐待やネグレクトにはどう対応すべ

きかなど多岐にわたった。 

⑥治療資源については、摂食障害について

「相談できる小児科が管内にある」とい

う回答は 7.4％にとどまり、「小児科はあ

るが相談できない」が 25.7％であった。

精神科・心療内科については、22.6％が摂

食障害について「相談できる医療機関が

ある」と回答したが、12.3％は、「摂食障

害については相談できない」とした。摂食

障害について、必要な時に何らかの専門

家と相談できるとしたものは 35.3％、で

きないものは 40.1％であった。 

摂食障害に特化した事業（家族会など）

を実施しているのは、12カ所（0.9％）に

とどまった。 

⑦都市部（特別区および政令指定都市）とそ

れ以外の比較では、都市部では病状が多

岐にわたったが、都市部以外では低体重・

低栄養の相談が多く、10代の相談も多か

った。どちらも家族の相談が最も多かっ

たが、都市部では本人からの相談も多か

った。都市部の方が、すぐ入院できる病院

についての相談や転院するべきかどうか

の相談などが多かった。都市部では相談

後の紹介先が、精神科・心療内科に集中し

ていたが、それ以外では、都市部より小児

科や婦人科への紹介が多かった。 

⑧回答した保健師のニーズとしては、摂食

障害に対する全般的講義、事例への個別

相談、事例検討会などの希望が多かった

が、摂食障害に関わる他の職種の話を聞

く機会、回復者の話を聞く機会を望む意

見も多かった。 

 

Ｄ．考察 

地域の保健所・保健センターにおける相

談数のうち、治療中断例と未受診例を合計

すると、受診中のものより多かった。罹病期

間も、1年以上 5年未満、10年未満、10年

以上がほぼ同率で、多彩な患者層に対応し

ていると言える。受診率が低い摂食障害の

対応において、地域の保健所・保健センター

は重要な役割を果たしており、保健所・保健



センターと医療機関との連携が円滑に行わ

れれば受診率が向上することが期待される。   

しかし、現状では、摂食障害の治療につ

いて相談できる専門家が身近にいなかった

り、紹介できる医療機関が少ないという意

見が多かった。今後は、地域の保健所・保

健センターで摂食障害について対応するた

めの、地域ごとの連携システムの構築や保

健師への啓発が必要だと思われる。医療機

関が多い都市部においても、受診先に関す

る相談は少なくない一方で、非都市部で

は、小児科や婦人科に紹介して対応してい

る側面もある。一般精神科・心療内科開業

医、小児科医、婦人科等への啓発も重要だ

と思われる。 

 

Ｅ．結論 

地域の保健所・保健センターでは、慢性

例や治療中断、未受診例を含め、多彩な有

症者の相談に対応している。保健所・保健

センターと医療機関の連携の充実が望まれ

る。 
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